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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

 本年度(平成22年度)の研究成果は、前々年度に実施したパイロット・スタディと前年度に実施した
本調査の結果を学会の発表、論文等を通して発表した事である。 
 「具体的内容」-国内4回、海外(台北)1回の学会発表を行った。学会発表の内容は、過去2年におけ
るリサーチから1) パイロット・スタディの結果、2) 教師に対してのインタビューの結果、3)大学生
二千人あまりに対しての英語学習意欲減退に関するアンケート調査の結果(Likert scalesによる量
的分析・自由記述の質的分析)である。1)に関しては、百名あまりを被験者にアンケートを行った。
結果はThe Language Teacher,Jan-Feb.2011に掲載された。2)に関しては中学・高校・大学の教師の
インタビュー結果を比較し、ETA-ROCのSelected Papers として掲載された。3)に関しては、大学生
二千人あまりに対してのアンケートを実施し、英語学習意欲を無くした経験の無いグループ、無くし
たが取り戻したグループ、無くしたままでいるグループに関して、その間で分散分析,多重比較を行
った。結果、因子分析による全体の因子に対して、グループ間で差異が認められた。意欲を取り戻し
たグループに関しては、彼らが意欲を取り戻すきっかけや努力について独自に学会発表を行った。
「意義および重要性」-これまで意欲減退に関しては、学習者の証言という形で原因が究明されて

きたが、本研究では、学習者に加え教師側の声も聞く事で、家庭環境と学習意欲の関わり（ネグレク
トや過保護）や、大学入試制度、ゆとり教育といった社会の枠組みとの関係性が浮上した。また意欲
を無くしたが取り戻した学習者に注目する事によって、意欲を無くしている時に出会う教師の存在や
、英語をどれくらい自分にとって必要と考えられるか、また努力を重ね自己効力感を高める事の重要
性などが、学習意欲減退理解への布石として示された。                  
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